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　目的地年合ﾓ甫じされた台所設備の^瓦により。ガスこんうとグリルを併合したがスＴ

－ア几肌多く市販されている孔i.のグリルについて誂ぽよ雅叡こなる文献ボぽとんどな

い。々こで3種のガスTーブルのフリル内の急度変化と温度々布を:知ることと目的として
実験を行-)た。

　方去A型(両面焼きブリし)，B型(赤ﾀ^釦ヽぐーナ付グリノド) ，C型(赤外線式グリ

ル)につo'で，フリル内の還流変化は30分間, 'Ml度洵啼山O令而，熱屯温度記録計を用い

て測定し乙。測定位置はグリル用願力ヽら2ota｣こい心一大力ヽらの距離はらへ同一。｡)とした。

グリル用受け皿には太と一定量〉。札バーｔコックと全開にして加熱した。B型，C型に

ついては，きら(こ受け皿のみの場合と，受け皿こアルミほぐとしいた場合(こついても同権

の家験包行o)tz。なお, 名実玖zおけるがス消費量も併-ttて測定した。

　給果受け皿に太を＼れた場合の遷農変化は, Allで劃4荷以後はばとんど温度上昇び

なく，3助後に400・Cとなり, B型では|「険ヽ以後はぽとんご羞痕上昇かなぐ30冷後には

164・Ｃとなり，C型で山o分筑後(まとんご温度こ昇ボなく, 30介後にはI53'cとな-)だ。

受け｣ヱ]び)みの場合は,刃介樹こB型は％3・cとな'}, C型224・■cとなった。受け皿に刀ﾚ

剖Jくとしいた場合は, 沿介後に&型'i囲S,cとなり, cmは278 ・cとなった。グリル網

の温度介布は，いず｀れの器種にも有急隻びあ'], t^-アー側旅低いことが認めら水だ。10分

間(こおけるがス消費量(1，A型ではIO8il, B型では65見，c型では8(及であった。




